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研究成果の概要（和文）：薬剤師の分布や業務の実施量には様々な偏りが存在していることを示した。すなわ
ち、近年の日本では薬剤師数が大きく増加し、薬局薬剤師数の人口当たりの偏りは改善したものの、その地理的
偏在については改善していなかった。また、在宅訪問業務について、薬局が所在する市区町村の特性がその業務
実施状況に影響を与えていた。

研究成果の概要（英文）：The study showed that various biases exist in the distribution and workload 
of pharmacists. In other words, although the number of pharmacists has increased significantly in 
Japan in recent years, and the bias in the number of community pharmacists per population has 
improved, their geographic distribution has not. In addition, the characteristics of the 
municipality in which the pharmacy is located had an impact on the implementation of homehealthcare 
services.

研究分野：医療薬学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
限りのある医療資源をもって地域医療の体制を維持していくためには、医療資源の適正な分布に目を向ける必要
がある。薬剤師数は近年増加しているが、薬剤師を取り巻く現状には、様々な点での不均衡があった。本研究に
より明らかにした不均衡の実状は、その改善策提案のための基盤として活用できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
薬剤師の分布の偏りは、薬局や病院での医療サービス提供における歪を生じさせる。これは、
地域医療崩壊の一つの要因になり得るため、その現状を正しく把握し、分布の不均衡改善を目指
す必要がある。しかしながら、薬局薬剤師や病院薬剤師の分布の実状を評価する研究は途につい
ていなかった。 

 
２．研究の目的 
地域包括ケアシステムにおいて、地域住民の健康を支えるには、限りある医療資源が地域住民
の日常生活圏に適正に分布していることが必要である。地域での健全な医療体制維持の障害と
なり得る薬局薬剤師や病院薬剤師の偏在を解消していくための基盤を構築する目的で、本研究
課題では薬剤師の地域分布の現状を分析し評価した。 
 
３．研究の方法 
以下に示すデータを含むデータベースを構築して解析に使用した。薬局薬剤師数と病院薬剤
師数は「医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働省）より、人口、人口密度、年齢別人口は、
「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」（総務省）および「国勢調査」（総務省）よ
り抽出した。また、医薬分業率と調剤点数の県別データは、「医薬分業進捗状況（保険調剤の動
向）」（日本薬剤師会）より、医薬品使用量に関するデータは「NDB オープンデータ」（厚生労働
省）よりそれぞれ抽出した。さらに、各地方厚生局の「コード内容別医療機関一覧表」と「届出
受理医療機関名簿」の薬局情報をデータベースに組み込んだ。 
地域偏在はジニ係数を用いて評価した。例えば、市区町村人口に対する薬局薬剤師数のジニ係
数は、人口 10 万対薬局薬剤師数が小さい順に市区町村を配置したときの人口の累積相対度数を
横軸、薬局薬剤師数の累積相対度数を縦軸とした時の、ローレンツ曲線と均等配分線で囲まれた
面積の割合から算出した。 
 
４．研究成果 
（１）潜在的に不適切な処方（potentially inappropriate medications：PIM）とされる薬剤の
使用状況と高齢者の多剤併用の状況を分析した。その結果、認知症治療薬が多く使用されている
都道府県において、高齢者に潜在的に不適切な薬剤とされる薬剤の使用量が多いこと、また 1回
の処方につき 7種類以上の薬剤が処方されている処方箋が多い傾向があることを認めた。 
 
（２）薬局薬剤師と病院薬剤師の経年的な分布変化 
薬局薬剤師数と病院薬剤師数は、2008 年に比べて 2018 年では、それぞれ 32%及び 19%の増加
が認められた。薬剤師数の増加が薬局薬剤師の分布に与えた影響について分析するために、市区
町村人口に対する薬局薬剤師のジニ係数を算出したところ、2008 年から 2018 年の 10 年間で経
年的な減少が観察された（図 1）。また、薬局薬剤師が 1 人もいない町村数も経年的に減少が認
められ、2008 年は 177 町村、2018 年は 149 町村であった。しかし、可住地面積に対する薬局薬
剤師のジニ係数は、2008 年から 2018 年の間で減少はなく、逆にわずかに増加していた（図 1）。
以上より、薬剤師の増加により薬局薬剤師がいなかった町村に薬局薬剤師が配置され、人口に対
して薬局薬剤師の分布が改善していることを明らかとした。その一方、面積に対しては改善がな
く、地域間のアクセス性の偏りを改善するためには積極的な施策が必要であると考えられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 ローレンツ曲線とジニ係数 

aは対人口、bは対可住地面積の結果。2008 年と 2018 年の結果のみを示した。 

 
 
次に、薬局薬剤師と病院薬剤師の双方の経年的な分布の変化を分析した。都道府県人口に対す
る薬局薬剤師及び病院薬剤師のジニ係数を求めた結果、病院薬剤師に比べ薬局薬剤師の方がジ
ニ係数の減少率が大きかった。すなわち、薬剤師数の増加に伴い、特に薬局薬剤師の人口に対す



る分布における改善が大きかったことを明らかにした。また、2008 年から 2018 年の間における
薬局薬剤師数と病院薬剤師数の増減に影響を与えた因子を重回帰分析によって探索した。その
結果、薬局薬剤師数および病院薬剤師数の変化割合は、薬局数の変化に強く影響を受けているこ
とを見出した。一方で、両薬剤師数の変化割合と病床数の増減との間には関係性が観察されなか
った。 
 
（３）病院種別ごとの病院薬剤師分布 
病床機能報告を用い、病院種別ごとの病院薬剤師分布に関する調査を行った。病院は、特定機
能病院、一般病院、ケアミックス病院および療養型病院に分類した。100 床対病院薬剤師数の平
均値は、特定機能病院は 7.7±1.5 人、一般病院は 4.5±3.5 人、ケアミックス病院は 2.7±1.4
人、療養型病院は 2.5±2.4 人であった。病院種別ごとに病院薬剤師数のジニ係数を算出した結
果、一般病院は 0.244、療養型病院は 0.321 であり、一般病院より療養型病院のほうが病院間の
薬剤師数格差が大きいことが示された。また、一般病院では病床数や立地する二次医療圏の人口
の増加に伴い、100 床対病院薬剤師数の多い病院の割合が上昇傾向を示した。一方で、療養型病
院では病床数の増加に伴い 100 床対病院薬剤師数の多い病院の割合が低下傾向であった。病院
薬剤師分布について考える上で、病院種別による特性の違いに留意する必要があることが示唆
された。 
 
（４）在宅患者調剤加算届出状況の分析 
薬局による在宅訪問業務の実施を妨げる要因の一つとして、薬局の人員不足が挙げられる。そ
こで、在宅訪問業務に対応している薬局の人員構成やその地域差について調査した。その結果、
薬局あたりの薬剤師数は、在宅患者調剤加算の届出状況（在宅医療サービスを提供している薬局
の割合）との間に正の関連があることを見出した。また、1薬局あたり常勤薬剤師が 2名以下の
場合、高人口密度の市区町村に立地している薬局において在宅訪問業務の実施割合が有意に高
かった。一方で、1薬局あたりの常勤薬剤師数が 3人以上の場合、市区町村の人口密度と在宅訪
問業務の実施割合との間の関係性は弱くなった。これらより、薬局の在宅訪問業務の実施に際し、
高人口密度の場所に立地する薬局では、人員数が少数の場合でも実施しやすい環境にあること
が示唆された。これは、薬局による在宅医療サービスの地域間格差形成の一因になると考えられ
た。 
 
（５）在宅訪問業務実施件数の分析 
在宅訪問業務を行う薬局は増加してきているが、適切な実施状況にあるかどうかは検証され
ていない。そこで、「ぎふ医療施設ポータル」（岐阜県）に収載されている全薬局について、「医
療を受ける者の居宅等において行う調剤業務実施件数」等の在宅訪問業務に関連する情報を収
集し、実施状況を分析した。ポータルサイトに掲載されていた薬局は 993 店舗、その中で在宅訪
問業務を実施している薬局は 511 店舗であった。市町村人口に対する実施薬局数のジニ係数は
0.222 であったが、在宅訪問業務実施件数のジニ係数は 0.388 となり、人口対実施件数の偏りが
大きいことを見出した。また、過疎地域では在宅医療需要量に対する実施件数が非過疎地域に比
べて少ないことを明らかにした。在宅訪問業務を行う薬局は人口に対して比較的小さな偏りで
配置されているものの、その需要量対実施件数の偏りは大きく、過疎地域では需要に対して地域
内で十分に対応できていない可能性が示唆された。過疎地域における在宅訪問業務環境の拡充
が求められると考えられた。 
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